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当 日の お申 し込みも受 け付 けて おります｡

◇ボ ランテ ィア 博 備 ･

受付 ･ 出番 ･ 会場案内啓) を夢貌 して おります｡
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主催 : 二宮金 糎 会 共催 : か田鹿市｡ガ､ 田原市教育委員会
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御除曝布教育重責会､ か山町教育委員会､ モラ 晒 さがみ信用金庫
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徳 先生 の 遺徳を偲 び つ つ ､ 各分野 の 専門 の 研 究者 に 調演 を して
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･ 貧 富 の 格差 拡大 ･ 災害
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